
公益社団法人 日本重症心身障害福祉協会 

平成２５年度 事 業 報 告 書 

 

平成２５年度における事業実施状況は、次のとおりである。 

 

１．諸会議の開催 

  平成２５年度において重要案件を審議し事業を円滑に執行するため、次の会議を

開催した。 

 

（１） 総   会    

通常総会 平成２５年 ５月 ８日（水）   東京都 

         

（２） 理 事 会    

第１回  平成２５年 ４月２２日（月）   東京都 

    第２回  平成２５年 ５月 ８日（水）   東京都 

    第３回  平成２５年 ５月 ８日（水）   東京都 

    第４回  平成２５年 ５月２０日（月）   メール会議 

    第５回  平成２５年 ７月 ３日（水）   東京都 

    第６回  平成２５年１０月２０日（日）   東京都 

    第７回  平成２６年 ２月 ２日（日）   東京都 

第８回  平成２６年 ３月２４日（月）   東京都 

 

（３） 医療問題検討委員会 

第１回  平成２５年１１月１７日（日）   東京都 

            

（４） 福祉問題検討委員会 

① 入所支援部会 

第１回  平成２５年 ８月 ８日（木）  東京都 

② 在宅支援部会 

第１回  平成２５年 ８月 ８日（木）  東京都 

 

（５） 学術委員会    

第１回   平成２５年 ５月 ８日（水）  東京都 



    第２回  平成２５年１０月 ４日（金）   千葉県 

            

（６） 人材育成・研修委員会 

① 専門看護師研修部会 

第１回  平成２５年１０月 ３日（木）   千葉県 

第２回  平成２５年１０月 ４日（金）   千葉県 

第３回  平成２５年１２月 ４日（水）   奈良県 

第４回  平成２５年１２月 ５日（木）   奈良県 

 

（７） ガイドライン委員会（特別委員会） 

第１回  平成２５年 ８月 ３日（土）   東京都 

 

２．日本重症心身障害福祉協会全国施設協議会及び東・西日本施設協議会の開催 

 ①全国施設協議会 

  日本重症心身障害福祉協会全国施設協議会を平成２５年５月９日（木）１０日（金）

の２日間、東京都において、厚生労働省、東京都、東京都社会福祉協議会の後援を

得て開催した。 

本会議は、重症心身障害児者の療育及び施設の運営上の諸問題について協議を行

い、重症心身障害児者の療育の向上を図ることを目的に開催しており、全国１２４

施設から施設長、事務（局・部）長及び総看護師長、行政機関の担当者等３６９名

が参加した。 

第１日目は、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課・障害児・発達

障害者支援室室長・阿萬哲也氏による「障害福祉施策の動向」について行政説明、

東京都立東部療育センター院長・有馬正高氏による「重症心身障害児医療の歴史的

観点」と題しての基調講演、重症心身障害児者施設のこれからというテーマでシン

ポジウム形式での全体協議（シンポジストは東京小児療育病院みどり愛育園園長・

椎木俊秀氏、睦学園副園長・堀野宏樹氏、秋津療育園副園長・富永孝子氏、ひのみ

ね療育園看護部長・森恭子氏、東部訪問看護事業部部長・川又協子氏、大阪発達総

合療育センターフェニックス園長・船戸正久氏、東京都重症心身障害児（者）を守

る会会長・岩城節子氏）が行われた。 

２日目は、心身障害児総合医療療育センターむらさき愛育園園長・当協会理事・

北住映二氏の「平成２６年度診療報酬改定について」の講演、平成２３年度超重症

児（者）・準超重症児（者）実態調査集計報告、東・西重症心身障害施設協議会報

告、全国重症心身障害日中活動支援協議会報告、重症心身障害看護専門研修委員会

報告が行われた。 



 

 ②東・西日本施設協議会 

  第４０回日本重症心身障害福祉協会東日本施設協議会を平成２５年１１月７日

（木）、８日（金）の２日間、新潟県長岡市おいて開催し、６０施設１５２名が参

加した。また、第３４回日本重症心身障害福祉協会西日本施設協議会を平成２５年

１１月２８日（木）、２９日（金）の２日間、和歌山県和歌山市において開催し、

５８施設１８３名が参加した。 

  東・西日本協議会は、東・西ブロックにおける重症心身障害児者施設の運営上の

諸問題及び重症心身障害児者の療育に関する情報の交換等の協議を行い、重症心身

障害児者の療育の向上を図ることを目的として開催した。 

 

３．全国重症心身障害児者施設職員研修会の実施 

  平成２５年度職員研修会は次のとおり実施した。 

  なお、看護師研修会、栄養士・調理師研修会、医療技術管理研修会、保育士・児

童指導員等研修会及び施設管理研修会については、公益財団法人ＪＫＡの競輪公益

資金補助事業として実施した。 

（１）看護師研修会 

  平成２５年 ９月１１日(水)～１０日(金)  大阪府  参加者１３８名 

（２）栄養士・調理師研修会 

    平成２５年１０月１６日(水)～１７日(金)   大阪府  参加者１３１名 

（３）医療技術管理研修会 

    平成２５年１１月１３日(水)～１４日(金)  大阪府  参加者１６０名 

（４）看護管理研修会 

平成２５年１２月 ４日(水)～ ６日(金)  奈良県  参加者１２６名 

（５）保育士・児童指導員等研修会 

    平成２５年１２月１１日(水)～１３日(金)  大阪府  参加者１２２名     

（６）施設管理研修会 

    平成２６年 １月２２日(水)～２４日(金)  大阪府  参加者２０８名 

 

４．第２４回重症心身障害療育学会学術集会の開催 

  第２４回重症心身障害療育学会学術集会を平成２５年１０月３日（木）、４日（金）

の２日間、千葉県千葉市において厚生労働省、千葉県、千葉市、読売光と愛の事業

団の後援を得て開催した。 

  平成１７年度に重症児施設療育研究大会を学術集会にして９年目で、４４８名の

参加者があり、一般演題９１題が発表された。本年度も社会福祉法人読売光と愛の



事業団から優秀な研究発表に療育最優秀賞１施設、療育敢闘賞３施設が選出され、

表彰並びに助成金が贈られた。 

 

５．重症心身障害児者施設永年勤続者の表彰 

  重症心身障害児者施設に勤務する１０年以上の勤続者５２０名に対し、永年の功

績が称えられた。 

 

６．日本重症児福祉協会認定重症心身障害看護師の認定書の授与 

  日本重症児福祉協会認定重症心身障害看護師・第２回合格者５７名に対し、認定

証の授与が行われた。 

 

７．全国重症心身障害児者施設実態調査の実施 

  全国重症心身障害児施設実態調査は、例年どおり読売光と愛の事業団からの助成

を受け、各施設のご協力を得て実施した。この集計結果については「全国重症心身

障害児施設実態調査」として取りまとめ、全施設並びに行政機関等に有料配布し、

施設入所児（者）の療育の向上に資するとともに行政機関等の参考資料とした。 

 

８．超重症児（者）、準超重症児（者）の実態調査の実施 

  施設における超重症児（者）及び準超重症児（者）の実態は、全国重症心身障害

児者施設実態調査とは別に各施設のご協力を得て調査を行い、施設における療育の

向上に資するため、日本重症心身障害福祉協会全国施設協議会において調査結果を

報告した。 

 

９．障害児支援の在り方に関する検討会 

平成２６年１月から厚生労働省主催の「障害児支援の在り方検討会」が設置、開

催され、当協会としても理事長が構成員として参画、これまでの障害児支援に関す

る課題及び今後の支援の在り方に対する意見を述べ、重要課題として取り組んだ。 

 

１０．関係機関及び関係団体との連絡、連携の強化 

全国社会福祉協議会・障害関係団体連絡協議会に加入し障害児者福祉関係施策に

関する課題等の情報交換並びに全国重症心身障害児(者)を守る会等関係団体と相互

の連携を行い事業の推進に努めた。 

 

１１．広報紙の発行 

広報紙「重症児とともに」（第１４１号～第１４２号）を発行した。 


